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短
報 

 

『
群
塚
神
社
祭
歌
』
の
紹
介 

―
伝
承
行
為
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
の
位
置
づ
け
に
注
目
し
て
― 

 

熊
本
県
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー 

原
田 

信
敬 

 
 

 
 

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】 

 
 
 

群
塚
神
社 

阿
蘇 

民
謡 

 

第
一
章 

は
じ
め
に 

本
稿
で
紹
介
す
る
群
塚
神
社
祭
歌
は
、
群
塚
神
社
（
熊
本
県
阿
蘇
郡
南
阿
蘇
村
吉
田
）

に
て
行
わ
れ
る
祭
の
神
輿
渡
御
の
際
に
歌
わ
れ
て
い
た
歌
で
あ
る
。
同
様
の
事
例
は
阿
蘇

地
域
の
神
社
に
散
見
さ
れ
る
が
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
阿
蘇
神
社
の
農
耕
祭
事
で
歌

わ
れ
る
「
田
唄
」
⑴

が
あ
げ
ら
れ
る
。
主
に
神
輿
の
担
ぎ
手
（
駕
輿
丁
）
が
、
神
社
の
例

祭
で
歌
う
も
の
で
あ
る
。
⑵

こ
れ
ら
の
歌
の
系
譜
関
係
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
い

く
つ
か
の
歌
に
つ
い
て
は
、
阿
蘇
神
社
の
田
唄
を
も
と
に
し
て
い
る
と
い
う
言
い
伝
え
が

残
っ
て
い
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
群
塚
神
社
祭
歌
」
に
つ
い
て
も
、
筆
者
が
行
っ
た

二
〇
一
九
年
の
調
査
で
、
阿
蘇
神
社
の
田
唄
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
い
う
伝
承
を
確
認
し

て
い
る
。 

松
永
（
二
〇
一
二
）
は
、
こ
れ
ら
の
歌
を
「
神
輿
歌
」
と
位
置
付
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を

比
較
研
究
し
て
い
る
。
松
永
の
研
究
は
、
阿
蘇
神
社
に
伝
わ
る
「
田
唄
」
を
例
に
歌
詞
か

ら
農
耕
に
関
す
る
信
仰
の
在
り
方
を
探
る
と
い
う
、
従
来
の
阿
蘇
神
社
御
田
植
歌
の
研
究

方
針
と
は
距
離
を
置
き
つ
つ
、
歌
詞
や
音
楽
的
要
素
を
比
較
分
析
し
て
、
阿
蘇
神
社
の
「
田

唄
」
が
「
神
輿
歌
」
と
し
て
同
地
域
の
各
神
社
に
伝
播
し
た
と
し
て
い
る
。 

本
稿
で
紹
介
す
る
「
群
塚
神
社
祭
歌
」
に
つ
い
て
も
、
松
永
が
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

祭
当
日
の
様
子
を
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
。
⑶

た
だ
し
、
松
永
の
論
考
に
は
、
歌
の
伝
承

行
為
に
関
す
る
記
述
が
少
な
く
、
群
塚
神
社
祭
歌
の
習
得
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経

る
の
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
明
ら
か
で
は
な
い
。 

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
筆
者
が
二
〇
一
九
年
に
調
査
し
た
際
に
聞
き
取
っ
た
内
容
と
、

同
様
の
歌
が
残
っ
て
い
る
阿
蘇
市
一
の
宮
町
坂
梨
馬
場
八
幡
宮
で
の
事
例
か
ら
、
歌
の
伝

承
行
為
を
分
析
す
る
。
さ
ら
に
、
調
査
時
に
得
ら
れ
た
資
料
「
群
塚
神
社
祭
歌
」
の
記
述

形
式
か
ら
、
歌
を
ど
の
よ
う
に
習
得
す
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

 

第
二
章 

祭
歌
の
伝
承 

 

現
在
、
群
塚
神
社
の
例
祭
で
は
神
輿
神
幸
は
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、「
群
塚
神
社
宮

歌
」
も
歌
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
か
つ
て
は
７
月
２
７
日
の
夏
祭
り
の
際
に
神
輿
行
幸

が
行
わ
れ
「
群
塚
神
社
宮
歌
」
が
歌
わ
れ
て
い
た
。
計
２
基
の
神
輿
が
出
る
が
、
二
つ
の

神
輿
は
男
女
の
区
別
が
あ
る
。
神
輿
は
前
日
に
準
備
さ
れ
る
。
前
日
夜
に
は
夜
渡
神
楽
が

奉
納
さ
れ
る
。
決
ま
っ
た
ル
ー
ト
を
神
輿
が
巡
る
。
道
中
で
も
道
切
神
楽
が
奉
納
さ
れ
て

い
た
。 

群
塚
神
社
の
例
祭
は
、
南
阿
蘇
村
大
字
吉
田
の
氏
子
が
例
祭
を
執
り
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
大
字
内
の
三
つ
の
行
政
区
（
吉
田
１
区
、
吉
田
２
区
、
吉
田
３
区
）
が
分
担
し

て
行
っ
て
い
る
。
役
割
分
担
は
年
番
に
な
っ
て
お
り
、
３
年
で
一
周
す
る
こ
と
に
な
る
。 

祭
歌
を
担
当
す
る
の
は
、
そ
の
年
に
神
輿
を
担
当
す
る
行
政
区
の
男
性
で
、
必
要
な
人

員
は
交
代
要
員
含
め
て
６
０
人
程
度
だ
っ
た
と
い
う
。
男
神
輿
が
オ
ロ
シ
と
呼
ば
れ
る
前
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句
を
歌
い
、
女
神
輿
が
ウ
ケ
と
呼
ば
れ
る
後
の
句
を
歌
う
形
態
と
な
っ
て
い
る
点
が
特
徴

で
あ
る
。 

祭
に
際
し
て
歌
の
練
習
期
間
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
練
習
は
師
匠
役
で
あ
る
年
長
者
が

新
入
り
を
一
対
一
で
指
導
す
る
形
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

師
匠
役
が
灰
皿
を
た
た
い
て
テ
ン
ポ
を
と
り
な
が
ら
、
新
入
に
歌
わ
せ
、
間
違
っ
た
部

分
を
指
摘
し
、
再
度
歌
わ
せ
る
よ
う
な
形
で
指
導
が
行
わ
れ
た
。
練
習
は
度
厳
し
い
も
の

で
師
匠
役
の
前
で
は
正
座
し
な
が
ら
指
導
を
仰
い
で
い
た
と
い
う
。
練
習
の
期
間
は
２
週

間
ほ
ど
で
あ
り
、
そ
の
後
、
歌
を
担
当
す
る
人
の
選
抜
が
行
わ
れ
る
。
選
抜
後
、
担
ぎ
担

当
と
歌
を
担
当
す
る
人
に
分
け
ら
れ
る
。 

松
永
（
二
〇
一
二
）
の
調
査
時
は
既
に
、
実
際
に
祭
歌
が
歌
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ

て
お
り
、
代
わ
り
に
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
で
録
音
し
た
も
の
を
流
し
て
い
た
と
い
う
。 

筆
者
が
調
査
し
た
時
点
で
は
、
祭
に
お
い
て
神
輿
行
幸
そ
の
も
の
が
行
わ
れ
な
く
な
っ

て
お
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
歌
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
で
流
す
よ
う
な
こ
と
も
な
く
な
っ

て
い
た
。 

一
方
で
、
同
様
の
歌
が
現
在
ま
で
残
っ
て
い
る
馬
場
八
幡
宮
で
も
、
青
年
会
が
中
心
と

な
り
、
祭
の
一
週
間
ほ
ど
前
か
ら
練
習
を
行
う
。（
原
田 

二
〇
二
〇
年
）
か
つ
て
は
、

団
員
の
家
で
練
習
を
行
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
、
公
民
館
で
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

練
習
方
法
は
、
群
塚
神
社
の
よ
う
に
１
対
１
の
指
導
で
は
な
く
、
会
員
が
車
座
に
な
り
、

青
年
会
長
が
叩
く
拍
子
木
に
合
わ
せ
て
、
全
員
で
歌
っ
て
い
く
。
そ
の
際
に
は
、
歌
詞
を

記
載
し
た
冊
子
が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
配
ら
れ
る
。
二
〇
一
九
年
に
行
わ
れ
た
最
終
日
の
練

習
で
は
、
一
通
り
流
し
た
後
、
改
め
て
確
認
し
た
い
と
こ
ろ
を
繰
り
返
し
歌
っ
て
い
た
。 

 

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
ほ
と
ん
ど
が
既
に
歌
を
習
得
し
て
い
る
た
め
、
旋
律
と
歌
詞
を
確

認
す
る
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
歌
の
習
得
は
、
神
輿
を
担
ぐ
集
団
内
で
行
わ
れ
、
一
定
の
練
習
期
間
が

設
け
ら
れ
る
。 

練
習
は
他
の
芸
能
の
よ
う
に
長
期
に
わ
た
る
も
の
で
は
な
い
が
、
年
長
者
か
ら
指
導
を

受
け
て
年
少
者
が
歌
を
覚
え
て
い
く
。
ま
た
、
そ
の
形
態
は
年
長
者
が
実
演
し
た
も
の
を

真
似
る
よ
う
な
形
態
の
も
の
で
あ
り
、
年
長
者
の
技
術
を
反
復
練
習
す
る
。 

ま
た
、
群
塚
神
社
と
馬
場
八
幡
宮
に
共
通
し
て
い
る
の
が
、
歌
詞
を
ま
と
め
た
テ
キ
ス

ト
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
⑷

。
前
者
に
つ
い
て
は
次
章
で
紹
介
す
る
が
、
馬
場
八
幡
宮

の
場
合
、
歌
詞
を
確
認
し
な
が
ら
練
習
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
歌
は

テ
ン
ポ
を
非
常
に
長
く
と
る
と
と
も
に
、
拍
を
引
き
延
ば
し
て
歌
う
た
め
、
歌
詞
を
見
た

だ
け
で
は
、
ど
の
箇
所
を
周
り
が
歌
っ
て
い
る
の
か
は
、
判
断
す
る
こ
と
が
難
し
い
。 

実
際
、
馬
場
八
幡
宮
で
の
調
査
で
は
、
青
年
会
の
人
に
ど
こ
を
歌
っ
て
い
る
の
か
指
さ

し
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
筆
者
が
歌
詞
を
追
う
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
歌
唱
に
お
け
る
実
際
の
発
声
方
法
と
歌
詞
の
間
に
は
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、

歌
を
習
得
す
る
た
め
に
は
、
独
特
の
歌
唱
方
法
と
歌
詞
を
結
び
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
努
力
が
次
章
で
紹
介
す
る
資
料
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
二
章 

資
料
「
群
塚
神
社
祭
歌
」
の
概
要 

 

当
該
資
料
は
、
筆
者
が
二
〇
一
九
年
十
一
月
に
行
っ
た
南
阿
蘇
村
吉
田
で
の
調
査
時
に
、

資
料
と
し
て
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。 

タ
テ
型
の
冊
子
形
状
の
も
の
で
、
表
紙
に
は
テ
プ
ラ
で
作
成
し
た
題
が
貼
り
付
け
て
あ

る
。「
群
塚
神
社
祭
歌
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
上
部
２
カ
所
を
ホ
ッ
チ
キ
ス
で
留
め
て

あ
る
。
裏
表
の
表
紙
２
ペ
ー
ジ
と
本
紙
８
ペ
ー
ジ
（
内
２
ペ
ー
ジ
空
白
）
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
表
紙
以
外
は
他
の
資
料
か
ら
コ
ピ
ー
し
た
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
も
と
に
な
っ
た

別
の
資
料
が
存
在
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
元
の
資
料
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
だ
が
、
字

形
か
ら
元
の
資
料
は
、
謄
写
版
で
印
刷
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
そ
れ
外
に
、

謄
写
版
で
の
印
刷
後
に
補
足
と
し
て
筆
記
具
で
書
き
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
部
分
が

散
見
さ
れ
る
。（
図
参
照
） 

内
容
は
、
歌
は
計
六
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
藷
登
女
、
熊
野
、
朝
霧
、
矢
造
、

田
之
神
、
学
納
メ
と
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
以
下
に
実
際
の
資
料
の
内
容
を
示
す
。 
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【
凡
例
】 

・
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
原
史
料
の
体
裁
に
従
う
こ
と
と
し
た
が
、
余
白
等
の
体
裁
に

つ
い
て
は
、
一
部
変
更
し
た
箇
所
も
あ
る
。 

・
原
資
料
で
は
、
フ
リ
ガ
ナ
が
付
さ
れ
て
い
る
が
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
に
、
原
則
省

略
し
た
。
た
だ
し
、
通
常
と
読
み
方
が
異
な
る
箇
所
に
つ
い
て
の
み
フ
リ
ガ
ナ
を
付

し
た
。 

・
漢
字
の
字
体
は
原
則
と
し
て
原
資
料
に
従
っ
た
が
、
文
字
コ
ー
ド
の
登
録
が
な
い
も

の
は
異
体
字
で
代
替
し
た
。 

・
判
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
は
□
で
記
し
た
。 

 
 

［
１
ペ
ー
ジ
］ 

 

 
 

空
白 

 
 

 

［
２
ペ
ー
ジ
］ 

 
 
 

藷 シ
ョ

登
女

ト

メ 

一
、
藷
登
女 

御
前
ノ
社
権 

一
、
野
罌

ノ

ケ

ヤ 

慾
ヤ 

社
権 

一
、
南
表
ノ 

広
椽 

一
、
沢
目
ニ 

慾
ヤ 

社
権 

一
、
𠱀 ハ

ー 

芼
志
芼

モ

シ

モ 

時
雨
ノ
初
時
ハ 

一
、
𠱀 

御
経
葉
木 

哆
々

タ

タ

羅
目

ラ

メ 

一
、
𠱀 

御
経
葉
木 

何
ヤ
ロ
ウ 

一
、
𠱀 

墨
、
硯
、
筆 

ヤ
ロ
ウ 

一
、
𠱀 

筆
ノ
軸 

何
ヤ
ロ
ウ 

一
、
𠱀 

豊
明

ホ

ケ

経
キ
ョ
ウ

ノ
帽
子
ヤ
ロ
ウ 

一
、
豊 ホ

ウ

辺 ヘ
ン

ヤ 

書
イ
タ
ル 

稚
児
モ
ヤ
ス 

一
、
豊
辺
ヤ 

読
ン
ダ
ル 

稚
児
モ
ヤ
ス 

一
、
豊
辺
ヤ 

何
ヲ 

書
キ
ソ
ル 

一
、
豊
辺
ヤ 

文
ヲ 

書
キ
ソ
ル 

一
、
豊
辺
ヤ 

辻
占

ツ

ヅ

ラ

ニ 

書
キ
ソ
ル 

一
、
豊
辺
ヤ 

茄 カ

希 ケ
ゴ

盆
ニ
書
キ
ソ
ル 

 

［
３
ペ
ー
ジ
］ 

 

 

熊
野 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〽
ウ
ン
ホ
ー
ホ
ー
ホ
ー
へ
ー 

一
、
熊
野
ニ
詣
ル
松
葉
ヶ
関
キ 

 
 
 

へ
ー
ヘ
ン
ヘ
ー
ヘ
ー
ヘ
ン
ヘ
ー 

一
、
渡
シ
兼
ネ
タ
ル 

 
 
 
 
 
 
 

ク
ー
フ
ー
フ
ン
フ
ー
フ
ー 

 
 
 
 
 
 

松
葉
ヶ
関 

 
 
 
 
 

フ
ウ
ー 

マ
ー
ン
ハ
ハ
ア
ー 

一
、
熊
野
ニ
詣
ル 

露
沙

ロ

シ

ャ 
 
 
 
 
 

ノ
ー
ホ
ン
ホ
ニ
ー 

マ
ー
ハ 

一
、
沖
ニ
三
叟 

何
分 

 
 
 
 
 
 

ハ
ン
ー
ハ
ァ
ァ
ー 

ハ
ァ
ァ
ー 

一
、
丘 ク

ガ

カ
ラ 

誰
ヲ
招
ク 

 
 
 
 
 

イ
ー
ン
ヒ
イ
ィ
ー
ル
ー 

一
、
船
頭
殿
ヲ
招
ク 

 
 
 
 
 
 
 

マ
ー
ン
ハ
ツ
バ
ー
ン
ハ
ガ
セ
キ
〽 

一
、
従
妹
デ
モ
マ
ン
タ 

乗
セ
マ
イ 

一
、
銭
ヲ
取
ラ
ズ
ハ 

乗
セ
マ
イ 

一
、
船
ニ
ハ 

何
ヲ 

積
ミ
ソ
ル 

一
、
𠱀 

御
馬
ニ
乗
ツ
タ
モ
マ
ー
ト
イ
タ 

一
、
𠱀 

儀 ギ

重
チ
ョ
ウ

打
ッ
タ
モ
マ
ー
ト
ト
イ
タ 

一
、
何
レ
ガ 

熊
野
カ 

ホ
ー
ホ
ン
ド 
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一
、
竹
ノ
折
戸
ガ 

ホ
ー
ホ
ン
ド 

  

朝
霧 一

、
朝
霧
ノ 

曳
ク 

代
ハ 

空
何
色 

一
、
雲
ヤ
ツ
ミ
モ
ヤ
ツ 

撫
子
ノ
葉 

 

［
４
ペ
ー
ジ
］ 

 

一
、
雉
子
ガ 

ホ
ロ
ロ
ト 
打
チ
ソ
ル 

一
、
キ
ケ
ン 

ホ
ロ
ロ
ト 

 
 
 

ウ
チ
ソ
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 

〽
ア
ー
ン
ハ
ハ 

サ
ー
ン
ハ 

一
、
何
ヲ 

木
陰
ニ 

 
 
 
 
 
 
 
 

ハ
ー
ギ 

ヒ
ヒ
ン
リ
ー
ヒ 

 
 
 

ウ
チ
ソ
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
ヒ
ン
ノ
ー 

ヒ
ィ
ー
ヒ
ー
ヒ 

 
 
 
 
 
 
 

一
、
ナ
ラ
ヲ 

木
陰
ニ 

 
 
 
 
 
 
 

― 
ク
ウ
フ
ー
ヨ
ー
ホ
ー 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

ウ
チ
ソ
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ホ
ン 

ホ
ー
ホ
ホ
ワ
ー 

 
 
 
 
 
 
 

一
、
豊
辺
ヤ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ソ
ー
ホ
ー
ホ
ン
ホ
ー
ホ
ー
ホ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

雄
場
ニ
モ
立
ツ 

 
 
 
 
 
 
 

ン
ホ
ン 

ホ
ー
ホ
ー
リ
ャ
ー 

 
 
 
 

一
、
豊
辺
ヤ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハ
ー
ハ
ァ
ー
ナ
ー
ハ
ー
ハ
ン
ハ 

 
 
 

 
 
 

雌
場
ニ
モ
立
ツ 

 
 
 
 
 
 
 

―
ン
ハ
ハ
ー 

ニ
ー
ン
ヒ
イ 

一
、
豊
辺
ヤ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
ロ
ー
〽 

 
 
 

八
八
ノ
峰
ニ
モ
立
ツ 

一
、
豊
辺
ヤ 

 
 
 

コ
ゥ
ホ
峰
ニ
モ
立
ツ 

 

〽
ウ
ン
ホ
ー
ホ
ー
ホ
ー
ヘ
ー
ヘ
ヘ
ン
ヘ
ー
ヘ
ヘ 

 

ン
ク
ー
フ
ー
フ
ン
フ
ー 

 

モ
ー
モ
ー
モ
ー
ホ
ー
ホ
ヤ
ー
ハ
ー
ハ
ン
ツ
ー
ミ
ィ 

 

―
ヒ
ー
ミ
ー
ヒ
ー
ヒ
ー
モ
ー
ヤ
ー 

 

ハ
ー
ハ
ン
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ン
ツ
ー 

 

ナ
ー
ハ
ー
ハ
ン
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ン
ハ
ー
〽 

 

［
５
ペ
ー
ジ
］ 

 

ン
ハ
ハ
ァ
ー
デ
ー
エ
ー
シ
イ
コ
ー
ホ
ー 

 

ホ
ン
ボ
ン
ー
ホ
ー
ホ
ォ
ー
ノ
ン
ー
ホ
ー
ホ
ー 

 

ハ
ー 

  

家
造 一

、
家
主
殿
ノ 

祝
言 

一
、
八
ッ
棟
造
ノ 

祝
言 

一
、
ハ
リ
ト 

ハ
シ
ラ
ワ 

桑
ノ
木 

一
、
サ
ス
ト 

ナ
ガ
キ
ワ 

カ
ヤ
ノ
木 

一
、
椽
二
本
ノ 

篠
竹 

一
、
タ
ル
キ 

ド
ー
ド 

ヨ
ー
チ
ク 

一
、
豊
辺
ヤ 

雄
場
ニ
モ 

葺
ク 

一
、
豊
辺
ヤ 

雌
場
ニ
モ 

葺
ク 

一
、
豊
辺
ヤ 

何
ヲ
以
テ 

縫
ウ 

一
、
豊
辺
ヤ 

ツ
ヅ
ラ
ヲ
以
テ 

縫
ウ 

一
、
豊
辺
ヤ 

何
ヲ
以
テ 

捲
ク 

一
、
豊
辺
ヤ 

□
ツ
ヅ
ラ

ヲ
以
テ 

捲
ク 

 

［
６
ペ
ー
ジ
］ 

田
之
神 
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一
、
一
ツ
謳
イ
テ
、
此
ノ
田
ノ
神
ニ 

詣
ラ
シ
ョ 

一
、
神
ハ 

エ
イ
ラ
ン 

田
主
ハ 

植
エ
テ
悦
ブ 

一
、
龍
ハ 

鷹
森 

立
タ
ヌ
ハ 

野
部

ヤ

ベ

ノ
霜
市 

一
、
歳
ハ 
六
十
デ 

心
ハ 

峰
ノ
若
松 

一
、
局 

チ
ョ
イ
ト
出
テ 

ツ
ツ
ジ
ノ
花
ヲ 

眺
ム
ル 

一
、
物
ノ
美
事
ハ 
タ
カ
モ
リ
シ
チ
ョ
ウ
ノ
ナ
エ
杉 

一
、
吹
ケ
ヤ 

浜
風 
ナ
ビ
ケ
ヤ 

竹
ノ
若
枝 

一
、
未
ダ
モ 

見
事
ハ 

西
山
寺
ノ 

ウ
ノ
花 

一
、
月
ニ
六
歳 

経
セ
□
野
部
ノ
下
市 

一
、
猶
モ
見
事
ハ 

霜
野
ノ
狩
ノ 
御
支
度 

一
、
連
レ
テ
モ
ゴ
ザ
レ
ヤ 

吉
田
ノ
鐘
ハ 
今
搗
ク 

 

〽
ヒ
ー
ヒ
ー
ヒ
ー
ト
ー
ホ
ン
ー
ホ
ー
ホ
ー
ホ
ン
ー 

 

ホ
ホ 

ホ
ー
ン
ホ
ホ
ツ
ー
フ
ー
フ
ン
ー
フ
ー 

 

ウ
ー
フ
フ
ン
フ
ー
フ
フ
ウ
タ
ー
ハ
ン
ハ
ー
ハ
ハ
ン 

 

ハ
ー
ハ
ー
ハ
ア
イ
ー
ヒ
ー
ヒ
ン
ー
ヒ
ヒ
イ
テ
ー 

 

コ
ー
ホ
ー
ホ
ン
ホ
ー
ホ
ー
ホ
ン
ホ 

 

［
７
ペ
ー
ジ
］ 

ン
ホ
ー
ホ
ー
ノ
ー
ホ
ー
ホ
ン
ホ 

ホ 

ン
ホ
ホ
ー
ダ
ー
ハ
ー
ハ
ン
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ン 

ハ
ー
ハ
ー
ハ
ン 

ハ
ー
ハ
ー
ハ
ン 

ハ
ハ
ン 

ハ
ハ
ー
ノ
ー 

ホ
ー
ホ
ー
ホ
ー
ヘ
ー
ヘ
ヘ
ン
ー 

ヘ
ー
ヘ
ー 

ヘ
ン
カ
ー 

カ
ー
ハ
ー
ハ
ン
ハ
ー
ハ
ー 

ハ
ン
ハ
ー
ン 

ハ
ァ
ー
リ
ャ
ハ
ン
カ 

ハ
ン
ハ
ン
ー
ハ
ハ
ー 

ミ
ー
ン
ヒ
ー
ヒ
ン
ー 

ヒ
ー 

 
 
 
 
 
 

ミ
ー
ヒ
ー
ヒ
ン
ヒ
ー 

ヒ
ー
ヒ
ン 

ヒ
ー
イ
ヒ
ー
ヒ
ン
ー 

ヒ
ー
イ
ー 

ヒ
ー
ヒ
ン 

ヒ
ー
ン
ヒ
イ
ヒ
ン
ヒ
ー
イ
ー
ミ
イ 

― 

ニ
ィ
エ
ー
ヘ
ー
ヘ
ン
ヘ
ー 

マ
ー 

ハ
ー
ハ
ン
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ン
ハ
ー 

ン
―
ハ
ー
ハ
ー
イ
ー
ヒ
ー
ヒ
ン
ヒ
ー 

ハ
ー
ハ
ー
ハ
ン
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ン
ハ
ー 

ハ
ン
ー
ハ
ー
ハ
ー
セ
ウ
〽 

  

花
ノ
明
神
サ
ン
ニ 

 
 

何
時
モ
楽
ハ
大
船 

 

［
８
ペ
ー
ジ
］ 

 

 
 

空
白 

          



 熊本県博物館ネットワークセンター紀要  第 2号 2022 年 

117(6) 

   

                       

                          

図１ 「群塚神社祭歌」表紙 
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図２ 「群塚神社祭歌」表紙ウラ、１ページ 
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図３ 「群塚神社祭歌」２、３ページ 
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図４ 「群塚神社祭歌」４、５ページ 
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図５ 「群塚神社祭歌」６、７ページ 
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図６ 「群塚神社祭歌」８ページ、裏表紙ウラ 
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図７ 「群塚神社祭歌」裏表紙 
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第
三
章 

『
群
塚
神
社
祭
歌
』
の
記
述
方
法 

『
群
塚
神
社
祭
歌
』
の
内
容
は
、
先
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
特
徴
的
な
記
述
と

し
て
、
歌
詞
の
下
部
な
ど
に
、
別
途
カ
タ
カ
ナ
で
記
載
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
こ

れ
は
各
パ
ー
ト
の
冒
頭
部
分
を
、
実
際
の
歌
唱
方
法
に
近
い
形
で
表
記
し
た
も
の
で
あ

る
。
例
え
ば
、
資
料
２
ペ
ー
ジ
目
冒
頭
「
熊
野
ニ
詣
ル
松
葉
ヶ
関
キ
」
と
い
う
歌
詞
を

実
際
の
歌
唱
方
法
に
基
づ
い
て
記
述
し
た
も
の
が
、
左
の
よ
う
に
改
め
て
記
述
さ
れ
て

い
る
。
傍
線
及
び
括
弧
内
は
筆
者
補
足 

 

 

（
く
ま
の
に
） 

ク
ー
フ
ー
フ
ン
フ
ー
フ
ー 

フ
ウ
ー 

マ
ー
ン
ハ
ハ
ア
ー 

ノ
ー
ホ
ン
ホ
ニ
ー 

（
ま
い
る
） 

マ
ー
ハ 

ハ
ン
ー
ハ
ァ
ァ
ー 

ハ
ァ
ァ
ー 

イ
ー
ン
ヒ
イ
ィ
ー
ル
ー 

（
ま
つ
ば
が
せ
き
） 

マ
ー
ン
ハ
ツ
バ
ー
ン
ハ
ガ
セ
キ 

  

こ
の
よ
う
に
、
各
パ
ー
ト
冒
頭
の
一
節
を
カ
タ
カ
ナ
で
記
述
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歌

詞
だ
け
で
は
表
現
す
る
こ
と
が
難
し
い
、
歌
唱
方
法
の
記
述
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。 

 

先
述
し
た
通
り
、『
群
塚
神
社
祭
歌
』
の
記
述
的
な
特
徴
と
し
て
、
歌
詞
の
み
で
は
な

く
、
歌
唱
方
法
を
記
述
し
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
資
料
が
単
な
る
歌

詞
の
記
録
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
練
習
行
為
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

歌
の
教
授
や
習
得
を
補
助
す
る
目
的
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

実
際
の
神
輿
渡
御
に
お
い
て
ど
の
歌
を
歌
う
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
歌
う
の
か
に

つ
い
て
も
、
注
釈
や
補
足
が
細
か
く
つ
け
ら
れ
て
い
る
。（
図
参
照
） 

  

第
五
章 

ま
と
め 

 

今
回
紹
介
し
た
『
群
塚
神
社
祭
歌
』
は
、
単
な
る
歌
詞
を
記
録
し
た
テ
キ
ス
ト
で
は
な

く
、
歌
の
練
習
・
習
得
と
い
う
実
際
の
行
為
の
中
で
使
用
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。 

 

そ
の
記
述
方
法
か
ら
、
歌
の
反
復
練
習
だ
け
が
歌
の
習
得
の
方
法
で
は
な
く
、
歌
唱
方

法
を
五
線
譜
以
外
の
方
法
で
記
述
す
る
方
法
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
個
々
人
は
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
歌
唱
方
法
と
歌
詞
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
補
完
す
る

こ
と
に
よ
り
、
歌
を
習
得
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
祭
当
日
の
動
き
を
前
提
と

し
て
注
釈
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
資
料
自
体
が
、
祭
と
い
う
実
践
を
前
提
と
し
た
手

引
書
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

本
稿
で
は
記
述
形
式
に
注
目
し
、
歌
の
習
得
方
法
に
つ
い
て
さ
さ
や
か
な
が
ら
考
察
を

試
み
た
。
同
様
の
資
料
に
つ
い
て
も
歌
の
実
演
や
練
習
と
い
う
具
体
的
行
為
の
中
に
位
置

づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
歌
の
伝
承
の
方
法
や
過
程
を
射
程
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

註 

⑴
熊
本
県
教
育
委
員
会
（
１
９
８
８
年
）
の
報
告
に
基
づ
く
と
、
田
植
え
の
際
に
歌

わ
れ
る
歌
と
神
社
の
祭
で
歌
わ
れ
る
「
田
歌
」
の
間
に
は
、
詞
型
お
よ
び
歌
詞
の

面
で
共
通
点
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
熊
本
県
教
育
委
員
会
の
調
査
報
告
書

で
は
、
旋
律
は
採
譜
さ
れ
て
お
ら
ず
、
調
査
時
の
録
音
テ
ー
プ
も
行
方
不
明
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
音
楽
的
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、
自
分
が
２
０
１
９
年
に
南
阿

蘇
村
久
木
野
地
域
で
聞
き
取
り
を
行
っ
た
調
査
の
経
験
に
基
づ
け
ば
、
歌
唱
法
も

全
く
異
な
っ
て
お
り
、
別
系
統
の
歌
で
あ
る
と
考
え
る
。
筆
者
が
調
査
で
歌
詞
を

収
集
し
た
阿
蘇
郡
南
阿
蘇
村
の
田
植
え
歌
の
歌
詞
を
示
す
。 

１ 
西
が
暗
い
が 

雨
で
は
な
い
か 

ア
ラ
ナ
ー 

な
い
か 

 

雨
じ
ゃ
ご
ざ
ら
ぬ 

ヨ
イ
ガ
セ 

よ
な
ぐ
も
リ 

ナ
ー 

２ 

腰
の
痛
さ
よ 

こ
の
田 

ア
ラ
ナ
ー
長
さ 
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四
月
五
月
の 

ヨ
イ
ガ
セ 

日
の
長
さ 

ナ
ー 

３ 

四
月
五
月
の 

日
の 

ア
ラ
ナ
ー 

長
さ 

 
 

さ
ぞ
や
嫁
も
ち
ゃ 

ヨ
イ
ガ
セ 

眠
ご
ざ
ろ 

ナ
ー 

４ 

姉
が
さ
す
な
ら 

妹
と
も 

ア
ラ
ナ
ー 

さ
さ
じ
ゃ 

 
 

お
な
じ
蛇
の
目
の 

ヨ
イ
ガ
セ 

唐
傘
を 

ナ
ー 

５ 

今
日
の
田
植
は 

親
方 

ア
ラ
ナ
ー 

な
し
で 

 
 

も
は
や
止
め
ご
ろ 
ヨ
イ
ガ
セ 

上
が
り
ご
ろ 

ナ
ー 

⑵
松
永
は
駕
輿
丁
が
歌
う
こ
と
に
注
目
し
て
「
神
輿
歌
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た

が
、
歌
は
必
ず
し
も
神
輿
渡
御
を
伴
う
わ
け
で
は
な
い
。
具
体
的
に
は
、
阿
蘇
神

社
の
踏
歌
節
会
、
柄
漏
流
神
事
で
は
、
神
輿
渡
御
を
伴
わ
な
い
形
で
田
唄
が
歌
わ

れ
る
。 

⑶
群
塚
神
社
の
神
輿
歌
に
つ
い
て
、
永
松
（
二
〇
一
二
）
は
、
現
地
に
伝
わ
る
歌
詞

資
料
を
整
理
し
、
原
本
は
不
明
と
し
つ
つ
も
同
地
に
伝
わ
る
「
高
山
本
」
を
底
本

と
し
て
翻
刻
を
示
し
て
い
る
。
本
稿
で
紹
介
し
た
資
料
を
松
永
が
確
認
し
て
い
る

か
は
不
明
だ
が
、「
従
妹
」
と
い
う
記
述
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
永
松
が
補
筆
資

料
と
し
て
挙
げ
て
い
る
「
高
山
改
訂
版
」
が
今
回
紹
介
し
た
資
料
に
近
い
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。 

⑷
馬
場
八
幡
宮
の
テ
キ
ス
ト
は
、
歌
詞
の
み
を
仮
名
交
じ
り
に
書
い
た
も
の
で
あ

り
、
Ａ
４
版
の
冊
子
型
式
で
あ
っ
た
。
こ
ち
ら
は
墨
書
の
原
本
と
コ
ピ
ー
本
が
併

用
さ
れ
て
お
り
、
練
習
時
に
配
布
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 
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熊
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植
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〇
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熊
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